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血がたぎる感動を
呼び起こした製鉄所

武田　今年 1月、現代建築における
空間表現の可能性を広げた業績が高く
評価され、2009年度の「朝日賞」（※１）

を受賞されました。改めてお祝い申
し上げます。
　先日、伊東先生が設計された東京
渋谷区の「TOD’S表参道ビル」を拝
見しましたが、表参道のけやき並木
をシルエットに景観と調和したファ
サードが大変印象的でした。現在、
国内の鉄の需要の40％が建築・土木
向けであり、鉄はビルなどの建築物
に不可欠な素材です。本日の対談を
通して、当社の新たな鋼材開発への
ヒント、また技術者・研究者へのメッ
セージをいただければうれしく思い
ます。先生には、当社君津製鉄所を
見学していただきましたが、まずそ
の感想をお聞かせください。

※1 朝日賞：1929年に朝日新聞社が創設。学術、芸術などの分野で傑出した業績をあげ、日本の文化や社会の発展、向上に貢献した個人・団体に贈られる賞。

◉プロフィール　いとう・とよお　　
1941年韓国京城（ソウル）生まれ。65年東京大学建築学科卒業。菊竹清訓建築設計事務所勤務を経て71年 (株)アーバンロボット (URBOT)を設立、79年に (株)
伊東豊雄建築設計事務所に改称。代表作に「シルバーハット」「横浜風の塔」「八代市立博物館・未来の森ミュージアム」「せんだいメディアテーク」「サーペンタイン・
ギャラリー・パヴィリオン2002（イギリス）」「TOD'S表参道ビル」「まつもと市民芸術館」「MIKIMOTO Ginza 2」「コニャック・ジェイ病院（パリ）」「VivoCity
（シンガポール）」「多摩美術大学図書館（八王子キャンパス）」「2009高雄ワールドゲームズメインスタジアム（台湾）」など。日本建築学会賞作品賞（85年、03年）、
日本芸術院賞（99年）、朝日賞（09年度）など受賞多数。海外でもその革新的な活動が評価され、ヴェネツィア・ビエンナーレ金獅子賞（02年）、コルビュジェなど
巨匠が名を連ねる王立英国建築家協会ロイヤルゴールドメダル（06年）、マドリード美術協会金メダル（09年）などを受賞。

もっと自由に。
人間が自然に近づく
新たな建築思想をつくりたい

ものづくりの原点─科学の世界 特別編技 術 対 談
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伊東　初めて製鉄所に入り、そのス
ケールの大きさに驚きました。特に
印象的だったのは転炉から吹き上が
る「炎」です。それを見た瞬間、血

がたぎるというか、人間の文明の始
まりはこれなんだという思いがしま
した。また、溶けた鋼が赤い塊（ス
ラブ）になる姿に、これから何かが

起こりそうな夢が膨らむダイナミッ
クな感動を覚えました。建築でも最
初のスケッチは、頭の中でもやもや
していて雲のようにまだ明確な形が
ない状態で、これからすごいことが
起きるんじゃないかとわくわくする
瞬間があります。
武田　巨大な高炉は鉄鉱石を溶融し
て鉄を取り出す製鉄所の象徴的な設
備で、私たちにとっては頼もしく、
美しい存在ですが、機能を追求し
た飾り気のない構造物です。ご覧に
なっていかがでしたか。
伊東　機能的な設備というよりも、
産業革命の始まりのような良い意味
で非常にプリミティブな印象を受け
ました。こういうものがあって人間
の生活は基本的に成立していると実
感しましたね。また、情報産業ばか
りがもてはやされる時代に、ものの
持つ力を間近で体感することがで
き、ものすごく感動的でした。建築
の世界もコンピュータで図面を書い
たり、実体ではなく空間や情報と
いった目に見えないものとして捉え
る傾向がある中で、打ちひしがれる
ような思いさえしました。

建築設計事務所のスタッフと君津製鉄所を訪問された伊東先生。転炉から吹き上がる炎に歓声があがる

「建築の自由と楽しさ」を大胆に形にし、常に時代のムーブメントを生み出してきた建築家の伊東豊雄氏。
既成の概念にとらわれないその建築スタイルは、昨年、ヨーロッパの文化保存を担う芸術関係の最高機関・
マドリード美術協会から「現代の最も革新的で、影響力のある建築家の一人」と評された。今年の技術対談は、
世界を舞台に活躍する伊東氏をお招きし、時代とともに変化する独自の建築表現やものづくりとしての
建築のあり方、新しいものを生み出すための心得などについて伺った。
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1980年代の代表作の一つ「横浜風の塔」  （撮影 新建築社写真部）

体全体で感じながら
時代とともに変化する
建築設計

武田　朝日賞などの記事で、伊東先
生の作品について、70年代は小さな
住空間に理想を埋め込むような「内
向きの作風」、80年代は重くて泰然
とした建築に抵抗を感じ「軽さや透
明感」を求め、そして2001年に完
成した「せんだいメディアテーク」
（図書館やギャラリーなどの複合施設）
を転機に、新しく柔らかで、かつ包
容力があり外部との連続性を持つ空
間を追求してきたと述べられていまし
た。今日までの建築家としての歩みを
お話しいただけますか。
伊東　大学の建築学科を卒業後、菊
竹清訓建築設計事務所に入り、数年
後、何ら将来への展望もないままオ
フィスを構えました。当初は親戚や
友人の住宅設計などを細々とやって
いましたが、バブル経済下で商業施

設を設計する機会が増えた80年代は、
夢見心地な空間、情報でつくられる空
間のような軽くて透明で実体感のない
ものにチャレンジしました。そしてバ
ブル崩壊後の90年代半ばはまさに夢
から覚めて、もっと力強い建築をつく
りたいと思うようになりました。その
ころちょうど公共建築の設計に携わる
機会を得て、建築で社会に貢献でき
ることはないかと考え始め、人々に元
気を与え、先ほどの鉄のお話のように
「もの」として実感できるような建築
をつくりたいと思い始めました。建築
は常に時代とオーバーラップするもの
だと実感しています。
武田　そして最近は枝分かれという
シンプルな秩序から複雑で豊かな周
囲と響き合う環境をつくる「一本の
木」が究極の目標だと言われていま
すね。
伊東　私がこれまで考えてきた建築
は、どうしても20世紀の機能主義的
な「機械のような建築」の延長上にあ
りました。機械は目的を単純な機能に

置き換え、その機能の組み合わせに
より効率的な性能を追求します。わ
かりやすく言うと、これまでの建築は
寝る、食べるなどの単純な行為を空
間に置き換え、その最適な組み合わ
せを追求してきました。しかし実際に
は、人間は寝ながらテレビを見るなど
複雑な行為を同時にやっていますし、
社会が多元化し人間関係や生活様式
も多様化して、建築もこれまで考えて
きた単純な機能では割り切れなくなっ
てきました。　
　また、機能を追求すると周囲の環境
との関係を断ち切ってしまいますが、
環境問題が問われる昨今、外部との関
係をつくることは重要です。そこで外
に開かれた空間として人間の生活や環
境を捉える概念を「１本の木」に例え
ました。木は太陽や風の向き、隣の木
との関係などさまざまな環境条件の中
で自分の姿が決まってくる。そうした
考え方が今後の建築には必要であり、
私は「呼吸する柔らかい生命体のよう
な建築」を目指したいと考えています。

初期に設計した東京・中野本町の家。エントランス
以外、道路方向に面した開口部はほとんどない

周囲の景観との調和を図ったTOD'S　　
（© Nacasa & Partners Inc.）
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武田　世界的な課題となっている地
球環境問題が、建築のあり方にも影
響を及ぼしているのですね。
伊東　そうですね。例えば、利便性
を追求した重装備のオフィスビルの
中で働いていると、１人当たり10人
分のCO2を排出して、大勢の召使を
使う王様のような贅沢、無駄をして
いると言われます。今後、建築自体
をもう少し自然の空間に近づけてい
くと、人間の生活の仕方も変わるの
ではないかと思います。以前、シン
ガポールのショッピングセンターの
屋上に池を配置して屋上庭園をつく
る提案をしたところ、「冷房に慣れた
人々はわざわざ暑い屋外に出ない」
と言われましたが、実際につくると、
まず子供が着の身着のままで水に入
り、それを見て大人たちも入ってくる。
動物的な本能に訴えるような設計に
すると、意外に簡単に人は自然の快
適性を求めると感じました。そういう
自然に開かれた建築をつくりたいで
すね。

優れた設計と施工、
素材が融合して
ものづくりは進化する

武田　建築デザインやアイデアを実
際の構造に落とし込むとき、これは
技術的に実現可能かと考え、素材の
特徴を活かしながら、妥協を重ねて
構造を決定していく過程を想像して
いましたが、例えば、先生が設計さ
れた台湾の「台中メトロポリタン・オ
ペラハウス」（2013年完成予定）は、
よくこんな構造が成り立つなと思う
ほど妥協のないデザインに見えます。
そうした革新的な構造を実現する何
か魔法があるのですか。
伊東　この10～15年のコンピュータ
による構造解析技術の劇的な進歩が
大きいですね。例えば、かつてアン
トニ・ガウディが建築物の設計時に、
横に張った糸に等間隔で錘をつけて
できる曲線を逆さまにして安定した
建築構造を導き出しましたが、現在

ではそうした10年がかりのモデル化
を１週間でできるし、私たちがイメー
ジする自由な曲面、複雑なデザイン
も簡単に構造解析することができま
す。
　むしろ難題はそのデザインを実現
する施工技術です。幸い日本には、
難易度の高い施工や実験的な建築に
「俺がやってやる！」と手をあげる若
くて優れた職人さんがまだいます。
彼らは自ら3次元のCGを描き、現場
でも私たち設計者が緊張するほどの
雰囲気で真摯に取り組んでくれます。
彼らがいて初めて、私たちの設計が
建築物として実現できるのです。
武田　少し次元は異なりますが、鉄
の世界でもまさにそうした産業間の
協業が重要で、単に素材を提供する
だけではなく、お客様との共同研究
などを通して鋼材利用技術にまで踏
み込んだソリューションを提案できる
ところに日本鉄鋼業の強みがありま
す。伊東先生は、産業としての鉄鋼
業をどのように評価されていますか。

 表参道ビル シンガポールのショッピングセンター「VivoCity」屋上
で人々が遊ぶ様子（撮影 新建築社写真部）

台中メトロポリタン・オペラハウスのコンペティション時の模型。
内部はいたるところ洞窟のような曲面の連続になっている
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伊東　システマティックな製鉄プロセ
スを見て、日本の基幹産業としてのク
オリティの高さを認識し、世界トップ
クラスの鉄があればこそ私たちの建
築が可能になるのだと実感しました。
また、設計に合う特殊な鋼材をお願い
することが多いのですが、そうした特
性を出すための緻密なつくり込みを溶
鋼段階から行っていると聞き驚きまし
た。
武田　「せんだいメディアテーク」で使
われた6,000トンの鋼材の約半分が当社
材で、高温になっても強度が落ちにく
い耐火鋼が使用されています。
伊東　「せんだい」ではスパン十数メー
トルに及ぶ床を、2枚の薄鋼板を使っ
た高強度のハニカム構造にしましたが、
溶接後のひずみをいかに抑えるかなど、
鋼板で建築をつくる面白さを初めて体
験しました。また「多摩美術大学図書館」
では、中心に鋼板の構造体をつくりそ
の両側をコンクリートで固める新たな
工法も考案しました。近ごろは曲面の
構造体が増えてきましたが、造船技術
のように鋼板を曲げながらつくり込む

方法が最もきれいに仕上がります。外
装もガラスやパネルでは必ず目地が出
ますが、鋼板を使い、丁寧に現場溶接
することで目地のないダイナミックな、
力の流れが感じられる建築物になりま
す。
武田　工業的に安価で大量に調達でき
る鉄は、構造材として世の中で広く使
われており、鉄鋼材料の開発はすでに
成熟したと思われがちですが、実は強
度一つとってもまだ潜在能力の2割、
特殊な鋼材でも4割程度までしか実用
化されていません。そうした意味で強
度や耐火性などはまだまだ発展途上で
す。また、成形性についても強度と成
形性を両立する鋼材や、複雑な形状を
つくる新たな成形法も開発されていま
すので、ご要望いただければ私たちも
どんどんチャレンジしていきたいです
ね。
伊東　現時点で、曲面のある構造体を
短期間で施工できる素材は鉄しかあり
ませんし、今後、強度や耐火性がさら
に向上すれば、建築物における鉄の可
能性は一層広がると思います。

“新たなもの”を生み出す
5つのアドバイス
武田　鉄の研究というと硬いイメージを
お持ちかもしれませんが、研究者が自由
にテーマを決めて研究する部分も必要で
す。自分がやりたいと思うことを徹底的
にやると、最後に大きな開発につながる
ことがあります。先生は著書で若手建築
家に、「変革の意識を持て」「討論せよ」「五
感で考えよ」「テーマを一言で語る習慣を
身に付けよ」「自らのアイデアを常に捨て
る勇気を持て」と 5 つのアドバイスをさ
れています。建築家に限らず、研究者や
技術者が新たなものを生み出すためには
何らかの意識改革が必要だと思います。
　「変革の意識」というと当社の場合は、
環境が厳しいのだから危機感を持てとい
う方向に傾きがちですが、先生は「もっと
面白く、もっと自由に」と言われていますね。
伊東　目新しいことをやるのが「変革」
ではなく、時代とともに何ごとも変化す
ることを前提に、新たな思想を生み出し
ていく観点が大切です。二つ目の「討論
せよ」とも関連しますが、私の事務所で

せんだいメディアテークの設計にあたり最初に描かれた
デザインスケッチと、完成後の外観（左）
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は、最終的にチーム数十人の集団として
のアイデアをまとめていきます。討論の
過程で「次の時代の建築はこうだ！」と
いう思想が共有できていれば、経験の違
いを超えて個人の自由なアイデアを認め
合い、組み合わせて目指すべき建築の姿
を具現化することができます。
武田　「五感で考えよ」は、頭で考えて
理屈で積み上げたことだけではなく、面
白さなどを直感で捉える素直さが必要だ
といった理解をしていますが、直感で捉
えたことを表現することは難しいですね。
伊東　特に今は情報も多く、何が気持
ち良くて面白いのかということがわかり
にくい時代です。私自身は若いころ「頭
で考えたことは３日で変わるが、実際に
手を動かし体全体でこれをやりたいと
思ったことは一生変わらない」と五感で
得る大切さを知り、初めて建築の面白
さを実感した経験があり、若い人にも
ぜひ感じてほしいと思っています。
　先ほどの「せんだいメディアテーク」
では、通常の建物のようなフロアの案
内表示がなくて自分が求める情報を歩
いて探すしかないし、1階は広場のよう

にオープンな空間にしました。すると皆
さん公園を散策するように自由に歩き回
り、本能的に居心地のいい場所を選ん
で座っている。やはり人間は感覚的な
生き物だと思います。
武田　「テーマを一言で語る習慣を身に
付けよ」については、私も部下に対して
いつも言っていることで、これには大賛
成ですね。一言で表せないのは観点が整
理されておらず、どこかに無理がある。
伊東　私も時々大学で学生の課題を講
評しますが、結局、何をやりたいのか
わからないものが多いですね。「好き嫌
い」のような論理的ではない言葉でもい
いと思うのです。
武田　また、私たちの研究では、「GO」
「STOP」の判断が大事と言いながら
STOPが非常に難しい。まさに「自らの
アイデアを常に捨てる勇気」、固執しな
い勇気が大切だと感じています。
伊東　私たちも、ある設計がうまくいか
ないときにこだわり続けてしまいがちです
が、経験上、最初に立ち返って別なこと
を考えたほうがいいケースが非常に多い
ですね。自分のアイデアに余りにこだわる

スタッフには「１回捨てろ」と言っています。
チームでやると言っておきながら私自身都
合のいいときだけワンマンになる（笑）。
武田　現在ご自身の建築だけではなく、
若手建築家の育成と地域交流を目的と
する「今治市伊東豊雄建築ミュージアム
（仮称）」（2011年夏完成予定）などのプ
ロジェクトを進められていますね。
伊東　今後10年でリタイアする前提で、
ある意味では自分の建築に取り組む以上
に、若い人材の育成が使命だと感じてい
ます。私は90年代初めに熊本で公共建
築の設計を行い、自分の建築にとっての
転機を得ました。その縁で現在も「くま
もとアートポリス」で、若い人に公共建
築に携わるチャンスを与えるコミッショ
ナーという仕事をしています。今治の
ミュージアムでは、地元の方と若い建築
家が一緒に街の未来を考えたり、子供
たちに街づくりや建築の面白さを伝える
ワークショップを計画していますが、最終
的に、さまざまな取り組みを通して21世
紀の新たな建築論を確立させたいですね。
武田　伊東先生の今後ますますのご活
躍を期待しています。

多摩美術大学図書館内部の鉄の構造体
（建設中）と完成後のフロア（右）
（完成後写真　© 石黒写真研究所）
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